
伊能勘解由翁が学んだ天文暦学書「暦象考成」と伊能測量での活用 

 

１．論より証拠 

 図１は、伊能勘解由翁が第五次測量の際に、現在の広島県福山市を流れる「芦田川」の川幅を測った際の測量

ノート（当時は「野帳」と呼んでいた）からの抜粋です。図１の下部はその野帳の文字を翻刻したものです。 

 

 

 

 

 図２は、図１に記載の方位（酉 2030、午 2930、寅 1235）を、磁石の向き（子＜北；上＞、午＜南；下＞、

寅＜東；右＞、酉＜西；左＞）に合うように図解して、わかりやすくしたものです。 

 次に、図１には、甲角３７度５５分、乙角９９度００分、丙角４３度０５分と書かれているので、それを求め

た方法を検算してみれば、図３のとおりとなります。 

 

図１．川幅測量の野帳 

図２．図１に記載の方位（酉 2030、午 2930、寅 1235）を 

磁石の向き（子＜北；上＞、午＜南；下＞、寅＜東；右＞、酉＜西；左＞）に合うように図解 
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   図４．正弦定理に基づく推算 

 その後、図１では、次の通りに書かれています。 

・一率 丙角正弦 068306 

・二率 甲乙辺（つまり、図１の 511 間 3 尺 5 寸 8 分 5 厘 2 毛 639） 

・三率 甲角正弦 061451 

・四率 乙丙辺（つまり、川幅） 

 ここで、「正弦」とは、三角関数の Sin なので、一率、二率、三率、

四率は「正弦定理」の要素に対応していることになります。 

したがって、図４によって、川幅を求めたことが理解できることに

なります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．一率、二率、三率、四率とは？ 

図５は、伊能勘解由翁が学んだ天文暦学の教科書である「暦象考成」の書かれている三角関数の図です。 

 

 

 

 つまり、伊能勘解由の科学の知識は、西洋の天文学を中国語で書かれた「暦象考成」から得られたものだった

もです 

甲角＝酉 2030－(寅 1235+180°) 

  ＝270°＋20°30’ 

－(60°＋12°35’＋180°) 

＝37°55’ 

 

乙角＝午 2930－(酉 2030－180) 

  ＝180°＋29°30’ 

－（270°＋20°30’ －180°) 

＝99°00’ 

 

丙角＝寅 1235－(午 2930－180°) 

  ＝60°＋12°35’ 

－(180°＋29°30’ －180°) 

＝43°05’ 

 

図３.三角形の内角の推算 
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図４．暦象考成における三角関数 


